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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区

本
部
（
本
部
長
田
村
清
己
）
は

10
月
19
日
、
益
田
市
乙
吉
町
の

益
田
市
運
動
公
園
自
由
広
場
で

小
学
生
を
対
象
と
し
た
第
５
回

の
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。

益
田
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀

町
の
７
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
13

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
大
会
で

は
、
Ｕ
―
10
の
部
（
４
年
生
以

下
）
と
Ｕ
―
８
の
部
（
２
年
生

以
下
）
あ
わ
せ
て
１
４
８
名
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
Ｕ
―
10
の
部

で
は
高
津
Ｆ
Ｃ
、
Ｕ
―
８
の
部

で
は
ヨ
セ
フ
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
が

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
Ｊ
リ
ー
グ

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
恒
例
の
ド
リ

ブ
ル
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会
を
行

い
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
手

作
り
の
う
ど
ん
が
参
加
選
手
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
サ
ッ
カ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催

U-8の部優勝　ヨセフＦＣジュニア

U-10の部優勝　高津ＦＣ
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
本
部
長
田

村
清
己
）
は
、
10
月
23
日
と
24
日
の
二
日
間
、
恒

例
の
年
金
友
の
会
寿
ロ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
単
独
開
催
の
寿
ロ
ー
ド
で

は
、
波
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
と
一
足
早
い
紅
葉
を

楽
し
む
中
国
地
方
を
巡
る
旅
を
企
画
し
、
岡
山
後

楽
園
と
蒜
山
高
原
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。管

内
か
ら
の
参
加
者
１
３
６
名
は
、
23
日
に
岡

山
市
に
南
蔵
院
林
覚
乗
住
職
を
招
き
、
法
話
を
楽

し
ん
だ
後
、
翌
24
日
に
は
日
本
三
名
園
の
一
つ
岡

山
後
楽
園
と
蒜
山
高
原
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会

益
田
支
部
（
支
部
長
寺
井
友
延
）
は
11
月
７
日
、

益
田
市
美
都
町
の
「
ひ
だ
ま
り
パ
ー
ク
み
と
」
で

第
５
回
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま

し
た
。

当
日
は
友
の
会
会
員
ら
１
８
５
名
が
秋
晴
れ
の

も
と
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。大

会
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ

上
位
３
名
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
総
合
優
勝
者
に
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
ま
し
た
。　

こ
の
ほ
か
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
や
ブ
ー
ビ
ー
賞

な
ど
の
各
賞
で
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

寺
井
支
部
長

は
「
天
候
に
恵
ま

れ
良
か
っ
た
。
今

日
の
大
会
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。同

支
部
で
は
、

今
後
も
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
る

活
動
を
続
け
て
い

く
計
画
で
す
。

第
39
回
年
金
友
の
会
寿
ロ
ー
ド
開
催

年
金
友
の
会
益
田
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催



12

まちむらネットワーク
MACHI MURA Network

㈲
赤
雁
の
里
（
渡
邊
哲
朗
代
表
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
本

部
長
田
村
清
己
）
は
10
月
27
日
、
益
田
市
赤
雁
町
の
農
村
公
園
赤
雁
の
里
で
農

業
体
験
教
室
「
農
村
歳
時
記
」
で
収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。

児
童
や
関
係
者
約
70
人
が
参
加
し
た
収
穫

祭
で
は
、
地
元
女
性
部
員
ら
の
「
ス
コ
ッ
プ

三
味
線
」、
益
田
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
や

こ
ど
も
神
楽
、
お
米
や
田
ん
ぼ
を
題
材
に
し

た
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
体
験
教
室
す

べ
て
に
参
加
し
た
子
ど
も
に
皆
勤
賞
を
贈
り

ま
し
た
。

赤
雁
の
里
渡

邊
哲
朗
代
表
は

「
お
か
げ
さ
ま

で
盛
大
に
収
穫

祭
を
催
す
事
が

で
き
た
」
と
喜

び
来
場
者
ら
に

感
謝
を
表
し
ま

し
た
。

法
人
組
織
「
わ
く
わ
く
つ
わ
の
協
同
組
合

（
理
事
長
糸
賀
盛
人
）」
は
10
月
28
日
、
津
和

野
町
お
く
が
の
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
学
校
給
食
用
米
贈
呈
式
で
、
津
和
野
町

教
育
委
員
会
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
の
う
る
ち
米

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

町
立
の
小
学
校
４
校
と
中
学
校
２
校
の
児
童
や
生
徒
約
４
０
０
人
分
の
年
間
消

費
量
の
３
分
の
１
に
あ
た
る
、町
内
産
米
３
ト
ン
あ
ま
り
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

式
典
に
は
、
津
和
野
町
教
育
委
員
会
世
良
清
美
教
育
長
を
は
じ
め
、
各
学
校

の
代
表
や
関
係
機
関
、
小
学
校
児
童
ら
合
わ
せ
て
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

糸
賀
盛
人
理
事
長
は
「
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
贈
る
。
大
事
に
食
べ
て
ほ
し

い
」
と
言
葉
を
添
え
て
米
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
出
席
し
た
地
元
の
木
部
小
学
校
児
童
ら
が
歌
を
贈
り
お
礼
を
伝

え
ま
し
た
。

農
村
歳
時
記
収
穫
祭
を
開
催

わ
く
わ
く
つ
わ
の
協
同
組
合
が
給
食
用
米
を
贈
呈
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県
内
最
大
の

ユ
ズ
の
産
地
で

あ
る
益
田
市
美

都
町
で
11
月
６

日
、
令
和
元
年

産
ユ
ズ
の
出
荷

と
搾
汁
が
始
ま

り
ま
し
た
。

当
日
は
美
都

町
柚
子
生
産
者

組
合
（
組
合
長
齋
藤
正
明
）
の
組
合

員
５
名
が
同
町
Ｊ
Ａ
美
都
農
産
物
集

荷
所
に
黄
色
に
色
づ
い
た
ユ
ズ
約
２

ト
ン
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

ユ
ズ
は
集
荷
所
内
の
搾
汁
施
設
で

果
汁
を
搾
り
冷
凍
保
存
し
、
食
品
な

ど
の
加
工
業
者
に
販
売
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
地
区
本
部
担
当
者
に
よ
る

と
、
令
和
元
年
産
ユ
ズ
は
夏
の
天
候

の
影
響
で
玉
太
り
は
や
や
小
ぶ
り
な

が
ら
も
品
質
は
良
い
と
の
事
で
す
。

美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合
と
Ｊ
Ａ

で
は
、
今
年
産
の
出
荷
数
量
目
標
を

約
１
３
０
ト
ン
、
販
売
金
額
目
標
を

約
１
，６
０
０
万
円
と
し
て
目
指
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
本
部

長
田
村
清
己
）
と
石
西
地
域
農
林
振
興
協
議

会
（
会
長
山
本
浩
章
）
は
「
需
要
に
応
じ
た

米
づ
く
り
研
修
会
」
を
11
月
13
日
、
14
日
の

両
日
、
益
田
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀
町
の
３

会
場
で
開
き
、
品
種
の
転
換
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

管
内
の
米
生
産
者
や
法
人
関
係
者
ら
が
出

席
し
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
や
関
係
機
関
の
提
案
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

管
内
主
力
品
種
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
気
温
上

昇
な
ど
に
よ
る
高
温
障
害
や
乳
白
米
、
害
虫

被
害
な
ど
が
原
因
で
１
等
米
比
率
が
低
下
を

続
け
て
お
り
品
質
低
下
や
収
量
減
に
よ
る
所

得
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
対
策
と
し
て
、
高
温

耐
性
に
優
れ
品
質
が
安
定
し
多
収
化
に
よ
る

所
得
増
が
見
込
め
る
品
種
「
き
ぬ
む
す
め
」

や
銘
柄
米
「
つ
や
姫
」
の
作
付
け
を
提
案
し

ま
し
た
。

当
日
は
今
年
産
「
き
ぬ
む
す
め
」
の
作
付

面
積
を
増
や
し
た
２
つ
の
法
人
代
表
ら
が
、
昨
年
と
比
較
し
た
収
量
や
品
質
、
粗

収
入
な
ど
の
数
字
を
交
え
な
が
ら
事
例
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
し
た
法
人
代
表
の
一
人
、
農
事
組
合
法
人
「
丸
山
の
郷
」
村
上
稔
代
表
理

事
組
合
長
は
「
今
年
産
は
病
害
虫
被
害
も
あ
っ
た
が
収
量
の
減
少
は
最
小
限
で
済

ん
だ
。「
き
ぬ
む
す
め
」
を
増
や
し
た
お
か
げ
で
助
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

特
産
ユ
ズ
の
出
荷
始
ま
る

需
要
に
応
じ
た
米
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
部
会
長
藤

井
泰
余
）
は
11
月
８
日
、
出
雲
市
ラ
ピ
タ
で
部
会
結

成
20
周
年
を
記
念
し
て
「
Ｊ
Ａ
家
の
光
ク
ッ
キ
ン
グ

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
平
成
11
年

に
結
成
し
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
日
ご
ろ
フ
レ

ミ
ズ
活
動
に
協
力
、
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
女
性

部
員
を
料
理
で
も
て
な
し

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
と
、
県
内
産
食
材
を
豊

富
に
使
っ
た
料
理
を
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。

料
理
研
究
家
の
し
ら
い
の
り
こ
先
生
を
招
き
、
フ
レ
ミ

ズ
部
員
が
「
し
ま
ね
和
牛
」
や
「
あ
ん
ぽ
柿
」、「
え
ご
ま
」

や
「
ね
ぎ
」
な
ど
を
使
っ
た
料
理
６
品
を
盛
り
付
け
ま
し

た
。フ

ェ
ス
タ
に
は
約
１
２
０
人
が
集
い
、
来
賓
に
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
石
川
寿
樹
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
高
橋
美
佐
子
部
長

を
招
い
た
ほ
か
、
料
理
講
師
に
よ
る
講
演
、
家
の
光
記
事

活
用
発
表
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
泰
余
部
会
長
は
「
神
在
月
の
こ
の
出
雲
で
本
日
を

契
機
に
女
性
部
、
フ
レ
ミ
ズ
部
会
の
す
て
き
な
ご
縁
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
西
い
わ
み
校
（
学
長

田
村
清
己
）
は
11
月
１
日
、
令
和
元
年

度
の
卒
業
式
を
執
り
行
い
第
５
期
生
を

送
り
出
し
ま
し
た
。

学
長
の
田
村
清
己
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い

わ
み
地
区
本
部
長
、
副
学
長
の
波
田
洋

子
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
卒
業
証
書
授
与

式
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
手
作
り
し
た
在

学
中
の
活
動
の
様
子
を
収
め
た
記
念
ア

ル
バ
ム
を
証
書
と
一
緒
に
手
渡
し
ま
し

た
。式

典
に
先
立
ち
、
最
後
の
講
義
と
し

て
、
地
元
在
住
の
大
畑
美
里
管
理
栄
養

士
を
講
師
に
迎
え
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
卒
業
記
念
の
昼
食
と
し
て

握
り
ず
し
や
酢
の
物
等
を
調
理
し
、
会
食
し
ま
し
た
。

式
典
の
お
わ
り
に
は
、
卒
業
生
ら
が
一
人
ず
つ
在
学
中
の
思
い
出
を
語

り
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
と
て
も
興
味
を
引
く
内
容
の
も
の
が
多
く
、
出
席

す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
」「
友
人
も
で
き
、

大
変
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
西
い
わ
み
校
は
平
成
21
年
開

校
。
１
期
２
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
農

業
体
験
や
料
理
講
習
、
健
康
教
室
な
ど
を
通
し

て
仲
間
づ
く
り
や
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
西
い
わ
み
校
５
期
生
卒
業
式

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
20
周
年
記
念
活
動

「
ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
中
西
支
店
（
支
店
長
村
滝
慎
司
）
は

11
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
二
条
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク
長
林
佳
代
子
）
と

合
同
で
、
環
境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域
の
道
路
沿
い
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

中
西
地
区
と
二
条
地
区
を
結
ぶ
県
道
14
号
沿
い
の
木
の
垰
周
辺
を
、
Ｊ

Ａ
職
員
と
女
性
部
員
合
わ
せ
て
17
名
で
清
掃
し
ま
し
た
。

道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
約
30
ｋｇ
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

現
場
に
は
毛
布
や
衣
類
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
、
林
ブ
ロ
ッ
ク
長
ら
は
マ

ナ
ー
の
悪
さ
に
少
し
が
っ
か
り
し
た
様
子
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
青
年
連
盟
益
田
支
部
（
委
員
長
宅
野
和
樹
）
は
11
月
10
日
、

益
田
市
元
町
で
行
わ
れ
た
「
第
33
回
ま
す
だ
産
業
祭
」
で
、
同
支
部
メ
ン
バ
ー
ら
が

自
身
で
栽
培
す
る
野
菜
や
農
産
物
を
持
ち
寄
り
、
地
産
地
消
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
日
は
メ
ン
バ
ー
が
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

鶏
卵
な
ど
19
種
類
の
農
産
物
を
並
べ
た
特
設
テ
ン
ト
で
販
売
し
ま
し
た
。

価
格
も
手
ご
ろ
な
値
段
と
あ
っ
て
、
祭
り
に
訪
れ
た
来
場
者
が
多
く
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

「
ま
す
だ
産
業
祭
」
は
益
田
商
工
会
議
所
青
年
部
の
主
催
で
、
地
元
の
商
工
業
・

農
林
水
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
産
業
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
西
支
店
が
Ｊ
Ａ
女
性
部
二
条
ブ
ロ
ッ
ク
と

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た

ま
す
だ
産
業
祭
で
新
鮮
野
菜
を
販
売
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西いわみ地区本部からのおしらせ

西いわみ地区本部の自己改革の取り組み
　ＪＡしまね西いわみ地区本部は、農林中央金庫主催の2018年度JAバンク優績店舗表彰・
JAカード店舗表彰で、当地区本部柿木支店が店舗競励総合部門で優績店舗表彰、美都支店が

JAカード店舗表彰で優良賞を受賞しました。
　柿木支店は、個人貯金や個人貸出金、年金獲得に係る実績伸長率や進捗率を加味した総合成績順位で島
根県内１位となり、表彰されたものです。
　美都支店は、JAカード推進に優れた実績をあげた県内上位４地
区本部の中の西いわみ地区本部代表として表彰されたものです。
　11月11日にJA地区本部事務所であった表彰式では農林中央金
庫松江営業所杉山所長から支店長にそれぞれ表彰状が授与されま
した。
　ＪＡではこれからも自己改革実現のため皆様方からい
ただいたご意見を、できることから確実に実施してまい
ります。

除
夜
の
鐘　

囲
む
膳
に
は　

子
や
孫
も

（
益
田
市　
　
　

和
﨑
冨
久
代
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

聞
く
の
は
何
度
目　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
益
田
市　
　
　

山
本　

綾
子
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

今
年
も
一
年　

あ
り
が
と
う

（
益
田
市　
　
　

稲
岡
三
紀
子
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

し
ば
ら
く
余
韻　

手
を
合
す

（
益
田
市　
　
　

高
橋
し
げ
こ
さ
ん
）

新
し
き　

年
を
知
ら
せ
る　

除
夜
の
鐘

（
益
田
市　
　
　

寺
井　

俊
雄
さ
ん
）

苦
労
し
た　

今
年
も
お
し
ま
い　

除
夜
の
鐘

（
益
田
市　
　
　

西
坂　

蔵
人
さ
ん
）

初
孫
と　

家
族
そ
ろ
っ
て　

除
夜
の
鐘

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

煩
悩
こ
へ
て　

尽
き
ぬ
声

（
益
田
市　
　
　

福
田　

正
治
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

令
和
の
幸
を　

祈
り
ま
す

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

良
い
年
に　

除
夜
の
鐘
聞
き　

初
も
う
で

（
津
和
野
町　
　

大
庭　
　

定
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

卒
寿
の
年
に　

あ
り
が
た
や

（
津
和
野
町　
　

廣
田
美
代
子
さ
ん
）

つ
つ
が
な
く　

令
和
の
夜
明　

除
夜
の
鐘

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

令
和
に
て　

そ
ば
た
べ
お
わ
る　

除
夜
の
鐘

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

と
ど
く
か
な　

幼
な
子
の
打
つ　

除
夜
の
鐘

（
津
和
野
町　
　

勝
間　

竹
代
さ
ん
）

除
夜
の
鐘　

聞
く
度
増
え
る　

顔
の
シ
ワ

（
津
和
野
町　
　

大
羽
ミ
ヤ
子
さ
ん
）

各
家
族　

一
緒
に
聞
け
る　

除
夜
の
鐘

（
吉
賀
町　
　
　

三
宅
多
津
子
さ
ん
）

２
月
の
お
題
は「
雪
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お 

題
「
除
夜
の
鐘
」

川
柳
「
除
夜
の
鐘
」
の
投
稿
数
　
津
和
野
町
12
通
、
吉
賀
町
1
通
、
益
田
市
22
通

●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和２年１月10日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 ふれあい課

川　　柳
応募方法

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をご持参いただきますと、より具体的な相談ができます。
はじめての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。どうぞ、
お近くの会場にお越しください。

西いわみ地区本部金融共済部金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでも
ご相談いただけます。

１月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

１月の年金相談会
16日㈭ 津和野支店 午後２時～午後６時 J A 年 金 相 談 員
23日㈭ 益田中央支店 午後２時～午後６時 J A 年 金 相 談 員
23日㈭ 中吉田出張所 午後２時～午後６時 波田社会保険労務士
※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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西いわみ地区本部からのおしらせ

年末年始のＡＴＭ稼動についてのお知らせ
月　日 曜日 稼動形態 稼動時間
12月31日 火 年末の扱い 9：00～17：00
１月１日 水 年始の扱い 9：00～17：00
１月２日 木 年始の扱い 9：00～17：00
１月３日 金 年始の扱い 9：00～17：00

一般業務は12月31日から1月5日まで休業いたします。

年末年始業務のお知らせ

信　用　業　務
12月31日～
1月5日

窓口業務は休業します。
ＡＴＭ稼働時間については下記の表をご
確認ください

共　済　業　務

12月31日～
1月5日

窓口業務は休業します。
交通事故については
下記へ連絡してください。

グリーンセンター
益田・津和野・日原・六日市

12月30日 休業（棚卸のため）

12月31日～
1月5日 休業します。

1月6日 通常通り営業します。

給　油　所
ジャスポート西いわみ店・益田店

年末年始も通常通り営業します。
（午前6時から午後10時まで）

匹　見　S　S

12月31日 営業します。（正午まで）

1月1日～
1月5日 休業します。

1月6日 通常通り営業します。

フリーダイヤル安心サービス

レッカー移動や
故障時の応急対応が
必要な場合には

【JA共済サポートセンター】

Ⓡ0120-063-931

事故等の
場合には

【JA共済事故受付センター】

Ⓡ0120-258-931
　　レッカーロードサービスは 　ク 　 ミ 　アイ

ジ 　 コ 　 は 　　　ク 　 ミ 　 アイ

24時間
365日受付

この一年ご愛顧いただきまして
ありがとうございました。

店　　舗
Aコープ　ラ　　　ポ

12月29日～
31日

営業します。（午前9時から午後7時30分
まで。但し31日は午後6時まで）

1月1日 休業します。

1月2日 初売り（午前10時から午後5時まで）

1月3日 営業します。（午前10時から午後5時まで）

1月4日 通常通り営業します。
Aコープ　ますだ中央

12月29日～
31日

営業します。（午前9時から午後7時まで。
但し31日は午後6時まで）

1月1日～
1月2日

休業します。

1月3日 初売り（午前10時から午後5時まで）

1月4日 通常通り営業します。
Aコープラポ、Aコープますだ中央とも、

12月28日～30日はカードポイント10倍セールを実施します。
ラーバン　（美　都）

12月31日 営業します。（正午まで）

1月1日～
1月5日

休業します。

1月6日 営業します。（午前9時から午後5時まで）
めいぷる　（匹　見）

12月31日～
1月5日

休業します。

1月6日 通常通り営業します。
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水
　
稲

令和1年産米集荷速報
令和1年11月20日現在 営農部米穀課（単位:30㎏ /袋）

CE荷受重量

集荷数量内数 １年産
30年産
最終

１年産
30年産
最終

1年産
３０年産
最終

１年産
３０年産
最終

１年産
３０年産
最終

１年産
３０年産
最終

１年産
３０年産
最終

R1 0 24,073 78.3% 63.3% 46.9% 53.4% 56.1% 82.9% 78.2%

H30 0 27,748 83.1% 54.5% 45.7% 67.0% 19.1% 84.7% 42.3%

R1 0 3,366 61.7% 77.3% 65.7% 63.7% 0.0% 98.1% 87.9%

H30 0 4,621 86.7% 76.9% 60.9% 60.6% 100.0% 90.3% 94.7%

R1 0 7,177 74.3% 79.5% 86.2% 86.7% 30.2% 94.3% 75.0%

H30 0 8,275 90.4% 81.0% 84.1% 73.4% 100.0% 90.6% 76.5%

R1 0 20,103 78.4% 76.0% 74.6% 79.2% 0.0% 85.9% 69.1%

H30 0 23,855 76.5% 85.7% 85.3% 86.3% 0.0% 89.7% 86.8%

R1 0 1,583 51.1% 31.6% 49.2% 0.0% 0.0% 26.6% 29.3%

H30 0 1,925 62.2% 50.6% 76.0% 95.5% 0.0% 32.8% 21.8%

R1 0 1,605 29.3% 58.6% 61.8% 0.0% 0.0% 60.7% 53.7%

H30 0 1,976 43.3% 70.5% 65.2% 0.0% 0.0% 74.4% 79.2%

R1 0 7,433 48.2% 81.2% 80.4% 100.0% 0.0% 92.2% 90.0%

H30 0 9,747 57.3% 81.0% 69.3% 82.1% 0.0% 96.8% 100.0%

R1 0 65,340 68.4% 70.8% 64.3% 74.0% 45.3% 83.7% 74.6%

H30 0 78,147 75.4% 71.8% 65.9% 80.7% 59.7% 86.8% 66.9%

17,012 9,747

益
田
市

103,712 78,147
Ｊ  　Ａ　  計

33,375 27,748

5,329 4,621

9,154 8,275

31,187 23,855

3,093

地区名

益田

津
和
野
町 3,099 1,583

柿木

六日市

美都

匹見

津和野

日原

吉
賀
町

☆等級が落ちる程ではないが、肌ずれが見られる

※集荷数量・集荷率・各品種一等米比率の下段は、前年同期実績（H30.11.16）

☆青未熟・心白粒・カメムシ被害粒が多い

☆コシヒカリは倒伏や天候不順の為品質が低下している

☆断続的な降雨の為刈取が遅れている

☆コシヒカリの反収低

☆晩生の品種でウンカの発生有
☆登熟ムラの為、水分にムラのあるものが見られる

95,515 65,340

【農産物検査員コメント】

5,486 1,605

15,423 7,433

9,660 7,177

1,925

4,562 1,976

25,648 20,103

30,746 24,073

5,453 3,366

ハナエチゼン１等米比率 きぬむすめ１等米比率

集荷数量（合計）

コシヒカリ１等米比率 ﾍﾙｼｰ米１等米比率

カントリー未計上

つや姫１等米比率

出荷予約数量 集荷数量

集荷率 １等米比率（全品種）

85.5%

86.8%

90.4%

87.0%

103.6%

74.1%

77.6%

85.2%

55.6%

76.8%

81.0%

87.1%

68.8%

82.8%

85.4%

74.7%

45.8%

60.7%

84.1%

85.9%

89.1%

73.3%

80.0%

69.2%

67.0%

60.6%

73.4%

88.5%

95.9%

0.0%

84.9%

83.2%

19.1%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

59.7%

85.6%

90.3%

90.6%

90.6%

49.7%

84.9%

97.3%

87.9%

43.8%

94.7%

76.5%

89.1%

21.8%

90.7%

100.0%

71.1%

令和元年産米の出荷積上げ運動
へのご協力のお願い

ＪＡしまね 西いわみ地区本部　営農経済部 米穀課　TEL0856-23-1911

　平素は、当ＪＡの事業について格別のご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　当ＪＡでは、島根米を長年取扱いいただいている県内外の販売先（実需者）に対して、お
互いの信頼関係のもと、安定的な販売を心がけています。
　令和元年産米につきましても、引き続き販売先の要望数量に応え、安定的な数量を供給す
ることで、島根米の有利販売（売り場の確保など）に繋げる必要があります。
　皆様の生産されました優良な島根米を１袋でも多く販売先に供給し、多くの消費者の方に食
べて喜んでいただけるよう、「出荷積上げ運動」を実施いたします。
　何卒趣旨をご理解の上、当ＪＡへの出荷にご協力いただきますよう、よろしくお願いいたし
ます。
　尚、出荷の際の検査日程については、営農経済部米穀課までご
連絡下さい。また、「ふるい下米」についてもＪＡへの出荷にご協
力をお願いいたします。

㊟　検査の都合上、令和元年１２月２0日以降の出荷申込み分に
つきましては、一般米扱いとなります。
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農業資金
説明会
農業に関する設備投資、運転資金、また現在ご利用
されている資金の内容等、農業に関する資金の説
明会を下記の3会場で実施致しますので、お気軽に
ご来場下さいますようご案内致します。
説明会終了後には個別相談を行いますので、ご希望
の方は事前に、下記までご連絡をお願い致します。

益 田 市
会　　場

と　き
令和2年2月6日（木）
14：00～15：30　資金説明
15：30～16：00　個別相談

ところ JAしまね 西いわみ地区本部
3階会議室

津和野町
会　　場

と　き
令和2年2月7日（金）
10：00～11：30　資金説明
11：30～12：00　個別相談

ところ JAしまね 津和野支店
経済センター 2階会議室

吉 賀 町
会　　場

と　き
令和2年2月7日（金）
14：00～15：30　資金説明
15：30～16：00　個別相談

ところ JAしまね 六日市支店
2階会議室

個別相談の連絡先■JAしまね 西いわみ地区本部 金融共済部 融資審査課 0856-22-1590 または、お近くの支店まで

を開催
します

畜
　
産

11
月
の
子
牛
市
場

　

11
月
19
日
㈫
に
雌
63
頭
、
去
勢
67
頭
、
計
１
３
０
頭
の
上
場
に
よ
り
、
令
和
元
年
最
後
と
な
る
11
月

の
西
部
家
畜
市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
な
相
場
の
下
落
傾
向
が
続
い
た
た
め
か
、
平
均
価
格

が
雌
６
０
６
千
円
（
前
回
比
92
％
）、
去
勢
７
７
８
千
円
（
前
回
比
98
％
）、
計
６
９
５
千
円
（
前
回
比

95
％
）
と
、
大
幅
に
下
落
し
ま
し
た
。
今
後
も
購
買
者
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
①
発
育
良
好
な
牛
、
②
肋

張
り
の
良
い
牛
、
③
肢
蹄
の
し
っ
か
り
し
た
牛
を
目
指
し
て
「
子
牛
飼
い
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
実
践
に

努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

次
回
の
市
場
開
設
日
は
令
和
２
年
１
月
14
日
㈫
、
セ
リ
開
始
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
出
荷
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
寒
冷
対
策
な
ど
を
お
こ
な
い
、
事
故
や
疾
病
等
無
い
よ
う
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

11月西部子牛市場成績（税込み） （単位：円・㎏）

市町村 性別 頭数 最 高 最 低 平 均 平均体重

益 田 市
（益　田）

雌 42 821,700 254,100 632,919 271
去勢 42 892,100 641,300 800,879 319
計 84 716,899 295

益 田 市
（美　都）

雌 2 705,100 588,500 646,800 271
去勢 4 786,500 455,400 631,950 283
計 6 636,900 279

益 田 市
（匹　見）

雌 2 533,500 504,900 519,200 248
去勢 2 850,300 784,300 817,300 309
計 4 668,250 278

津和野町
（津和野）

雌 2 552,200 539,000 545,600 305
去勢 0
計 2 545,600 305

津和野町
（日　原）

雌 7 645,700 441,100 558,250 258
去勢 9 793,100 353,100 705,650 274
計 16 617,788 262

吉 賀 町
（柿　木）

雌 3 511,500 403,700 463,467 242
去勢 2 781,000 522,500 651,750 277
計 5 538,780 256

吉 賀 町
（六日市）

雌 3 783,200 380,600 563,200 303
去勢 0
計 3 563,200 303

西部市場
総合計

雌 63 821,700 254,100 593,283 269
去勢 67 913,000 353,100 777,517 309
計 130 678,373 288

Nousagyou
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西いわみ地区本部からのおしらせ
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